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直通 TEL：0721-53-3200

胸背部痛、呼吸困難、動悸等
循環器疾患が疑われる際には
緊急対応連絡先へご連絡ください。

24時間緊急対応 （ハートコール）
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MINAMI MADO

当院の歯科は、外来に特化したサービスを展開しています。入院患者さんへの歯科治療の提供を

始め、外来通院患者さんのかかりつけ歯科医院様への口腔管理の斡旋・サポートや、かかりつけ医様

からの歯科疾患対応といった、医科歯科をつなぐ役割を担っています。

さて、このたび当院では言語聴覚士をリハビリテーション科だけではなく、歯科にも配属しました。

これにより、摂食嚥下領域における医科歯科の垣根を除いたサービスの充実を目指します。

摂食嚥下領域では、主に摂食の分野を歯科が、

嚥下の分野を言語聴覚士が担う場合が多い

ですが、両職種共に患者さんに口腔ケアを

提供します。クリーニングとしての口腔ケアと

リハビリテーションとしての口腔ケアの融合は、

患者さんの摂食嚥下機能向上に大きく貢献

します。

また、元来歯科は、栄養サポートチーム、緩和ケア

チーム、呼吸サポートチーム、摂食嚥下口腔ケア

サポートチームに参加していましたが、これらの

チームに言語聴覚士が常に帯同することになりまし

たので、対象の患者さんに即時、摂食嚥下に関する

リハビリテーションを提供することが可能となり

ました。歯科所属の言語聴覚士は多職種連携する

ためのキーパーソンとなり、看護師、薬剤師、栄養士、

リハビリテーションセラピスト、心理士、ソーシャル

ワーカーからの要望を、摂食嚥下領域の治療に

反映できるように活動しています。

全国的に珍しい、歯科と言語聴覚士の融合は、

メディカルスタッフとしての歯科を推進し、新たな

医療サービスの向上を目指しています。

メディカルスタッフとしての歯科へ

左から　歯科医長　山田 龍男、　言語聴覚士　上野 茉由


